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研究成果の概要（和文）：　昨今さまざまな制度変更が実施されている教師教育に関連する分野ではあるが、その教師
教育を実質的に指導する役割である教師教育者に関する議論は依然として置き去りのままである。特に、「学び続ける
教師」を育成するためには、実践から学びとる力量を形成することが必須で、教師教育者は省察を中心としたファシリ
テータの役割を果たすことが求められる。本研究では、このことについての国内外の動向を収集しまとめるとともに、
教師教育者のファシリテーションの能力の育成について、ワークショップ等を通じて実際に取り組みその成果と、今後
の研究課題についてまとめた。

研究成果の概要（英文）：Nowadays, various institutional changes concerning teacher education have been 
implemented. However the discussion about teacher educators who are substantially supervising role in 
teacher education is still remain behind. In particular, in order to realize the ability for continuous 
learning is essential to form a competence of learning from practice. Therefore, the teacher educators is 
required to play the role of facilitators with a focus on reflection. In this study, as well as put 
together to collect domestic and international trends in this regard, for the development of the ability 
of the facilitation of teacher educators, and the results actually efforts through workshops, etc., were 
summarized for future research.

研究分野： 人材開発・教師教育
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１．研究開始当初の背景 
 教員の資質・能力に関する議論が高まり、
教員免許制度や教員養成制度のあり方、ある
いは現職教員の専門性開発（以降総じて「教
師教育」という）にかかる様々な制度変革が
行われている。例えば、教員免許更新制の制
定や、教職大学院の設置、養成課程における
教職実践演習の設置や、あるいは養成課程の
延長に関する議論などは、その制度改革の一
環として行われてきたものである。 
 この教員の資質能力に関する議論は、日本
のみならず諸外国においても盛んに行われ
ており、同様に教師教育に関する制度変更も
行われている。つまり、この教師教育に関す
る問題は世界中における重要な諸課題とい
っても過言ではない。 
 そして上に挙げた数々の教師教育に関す
る制度改革を実質的なものにするために、
「教師教育」を対象とした教育課程や教育方
法の設計、教員の資質能力の定義や明文化
（スタンダードやコンピテンシーと呼ばれ
ている）、現職教員に向けての育成制度（例
えば研修や OJT 制度）の整備、教育実習の
充実などが検討され、実現に向けて取り組ま
れてきた。 
 しかしながら、このような教師教育をテー
マにした種々の検討のうち、日本においては
諸外国と比して圧倒的に議論が立ち遅れて
いることのうちの一つとして、「教師教育者
（Teacher Educators）」に関する検討を挙げ
ることができる。 
 教師教育者とは、教師教育に携わる指導的
な役割を担うものの総称であり、養成課程に
おいては主に養成校、つまり日本においては
大学の教員であり、現職教員の専門性開発に
おいては、学校における指導教諭や、教育委
員会の指導主事、あるいは学校管理職などが
この任にあたる。他にも、外部の教員研修機
関における指導的な役割なども含め、幅広く
定義されている。 
 そして、教師教育者に関する議論において
は、教師教育の場面にあたりその果たすべき
役割やどのようなものか、あるいは教師教育
者として求められる資質や能力については
どのようなものか、あるいは、教師教育者の
専門性をどのように開発していくかという
ことなどがテーマとして考えられる。 
 欧米諸国においては、たとえば米国教師教
育者協会 ATE (Association of Teacher 
Educators)や、欧州教師教育学会 ATEE 
(Association of Teacher Education in 
Europe ) の『教師教育者の専門性開発に関
する課題研究部会』（Professional 
Development of Teacher Educators）などで
盛んな検討が行われており、様々な調査研究
の結果が共有されているほか、この結果を受
け教師教育者のあり方や資質能力について
言及するような政策レベルでの議論も喚起
されている。 
 それに比べ日本においては、これまでに述

べてきたように教師教育に関する議論はよ
り盛んになってきているのの、一方で、教師
教育者に関する議論は依然として少ないま
まの状況にある。 
  
２．研究の目的 
 本研究の主題として、「支援型教師教育モ
デル」と掲げているのは、教師教育者に関す
る議論をはじめるにあたって、これまでの教
師教育におけるパラダイムと一線を画した
アプローチとしたいという考えからである。
これまでに日本における教師教育者に関す
る議論が少なかった理由として日本におけ
る教師教育モデルの中に、教師教育者が重要
な役割として位置付けられてこなかったと
いう点が挙げられよう。そのことから、本研
究では、教師教育者に関する議論と合わせて、
新しい教師教育モデルを構想することも視
野に入れて検討を進めてきた。 
 新しい教師教育モデルを構想する背景に
は、近年日本における教師のあり方として
「学び続ける教師」がキーワードとされてい
ることがある。学び続けるための力量を教師
に形成していくためには、これまでのいわゆ
る知識技術の伝搬型ではなく、教師自身が主
体的に自己開発に取り組み、そして教師教育
者に求められるのはその取り組みを後方や
側方から支援することであると言える。 
 具体的に述べると、教員の専門性、特に学
び続けるちからを育成（開発）していくため
には、教師自身が経験的に学習を進められる
ちからを身につける必要があると言い換え
ることができる。経験的に学習をするという
点からは、Argyris and Schon(1967), 
Kolb(1984), 松尾(2006) などの議論を取り
上げることができる。Argyris and Schon の
議論ではこの学習過程を Double Loop 
Learning と称し、Kolb や 松尾は「経験学
習モデル（Experimental Learning Model）」
としてその学習のプロセスを説明しようと
試みている。そして、このいずれの議論にお
いても通底する主要な概念・行為として「リ
フレクション（省察）：以下リフレクション
と記す」」を通じて自身の経験や実践を実質
化していくことを求める点があげられる。 
 その上で、この考え方を教師教育の場面に
あてはめ、かつ、このプロセスの実質化を教
師教育者がどのように担保していくかが教
師教育者の役割と専門性を考えていくにあ
たり重要な視点となる。 
 具体的に考えるならば、次のような構図が
考えられよう。教師は、経験学習のモデルに
沿って、自身の経験や実践を取り上げ、これ
を今後の実践に繋げ、ひいては自分の専門性
として獲得できるようにリフレクションを
通じてそれを体得していく。その際に、教師
教育者に求められる役割は、そのリフレクシ
ョンを効果的に行い、その成果を確認し、必
要に応じて軌道を修正し、追加のアドバイス
などを行うことである。つまり、この学習活



動における主体はあくまでも学習者である
教員自身にあり、教師教育者はその学習活動
が円滑におこなわれるようにサポートする
役割が求められる。 
 これまでの教師教育モデルは、その多くが
到達すべき目標を、理論や卓越した実践（教
師）モデルを目標に、それを学ぶという方法
が主流であったといえる。いわば、理論から
実践へつなぐアプローチである。一方で、こ
の経験学習を中心的な概念においたモデル
では、先に目標とするモデルがあるわけでは
なく、自身の経験を中心として、そこから自
分自身の教師像を作っていくというアプロ
ーチである。 
 上述の教師教育者の役割と合わせ、この教
師教育のアプローチを「支援型教師教育モデ
ル」と称し、この教師教育モデルの実践につ
いての構想と、教師教育者の役割、専門性に
ついて議論を進めていくことを本研究の目
的とした。 
 研究期間の前半においては、支援型教師教
育者の役割とその専門性を明らかにするた
めに、主に理論研究や事例調査を中心に検討
行い、支援型教師教育モデルの構想と、それ
に基づく教師教育者の役割と専門性の定義
を試みた。研究期間の後半においては、日本
において教師教育者の専門性開発を具体的
にどのように進めるべきかを言うことを主
眼に、教師教育者に向けての専門性開発プロ
グラムを構想し、実践した上で、その内容に
関してレビューを実施する研究を行った。具
体的な内容および結果については次項以降
に述べる通りである。 
 
３．研究の方法 
 支援型教師教育者モデルを構想するため
に、主に２つの研究に取り組んだ。一つは、
海外を中心とした事例研究である。 
 その後、日本において近似する課題を有す
る他の研究プロジェクトと合同で、日本の学
校現場における教師教育者の専門性と役割
に関して、その現状の認識と課題を明らかに
するために全国規模の調査に参加・実施した。 
 上記の活動を通じて、日本において支援型
教師教育モデルを展開していくためには教
師教育者自身の専門性開発に関する議論並
びに、その機会が不足していることも明らか
となり、研究期間の後半においては、こうし
た現状を共有しつつ、教師教育者のための専
門性開発のためのプログラムを開発し、日本
各地の教師教育者へ協力を依頼し、教師教育
者の専門性開発のためのワークショップを、
およそ１年間にわたって開催した。その具体
的な実践内容について教師教育者自身から
そのレビューを受けプログラムに関する評
価を実施した。 
 一連のワークショップのうち、2014 年 10
月から 11月にかけて実施した分については、
オランダよりKorthagen氏を本研究プロジェ
クトの一環として招聘し、世界各地で実践の

指導が行われているリアリスティックアプ
ローチの方法について、直接的に学習するこ
とができる機会をもうけ、合わせてレビュー
を行った。 
 
４．研究成果 
 上述してきたように、日本における支援型
教師教育と、教師教育者の役割と専門性、な
らびにその開発という研究の観点から研究
活動を推進し、3 年間の研究期間を通じて以
下のような成果が得られた。 
 まず、教員養成課程においては、教師教育
者が経験学習のファシリテーター（支援者）
として教師教育に携わるというモデルは、オ
ランダの教員養成校の実践に見いだすこと
ができた。オランダは実習期間が長いことで
よく知られた教員養成を行っているが、その
なかでも、現場実習を主体に事前のテーマ設
定から、事後の振り返りを一連の学習機会と
してリフレクションの機会を設けている点
であった。 
 この実践は、本研究における支援型教師教
育を具現化している一つのモデルとなる有
用な実践例であったといえ、研究期間を通じ
て本モデルの日本への応用について検討を
進めることとなった。 
 このような実践が、例えば他国や、日本に
おいてどのような広がりを持つ可能性があ
るかについて、次に調査を実施した。米国オ
レゴン州の南カリフォルニア大学では、2007
年より、Korthagen 氏の指導を受け、リアリ
スティックアプローチの教師教育実践を行
っている。 
 Korthagen は、教師教育における理論と実
践を結びつける考え方を提唱した、教師教育
研究・実践の第 1人者であるが、氏が提唱し
た内容はリアリスティックアプローチとし
て世界各地に紹介されている。 
 リアリスティックアプローチとは、先述の
経験学習モデルを参考に、理論と実践を架橋
する教師教育モデルとして Korthagen が
2001 年の ”Linking Practice and Theory” 
という著書で詳細に説明した教師教育モデ
ルであるここで紹介されている ALACT モデ
ルは、上述の経験学習サイクルモデルと同様
に、リフレクションを中心とした、自身の教
育実践をベースに専門性を獲得していく考
え方を提唱したものであり、現在においては
日本においても広く共有されているモデル
の１つである。 
 その考え方に共鳴した南オレゴン大学の
教師教育者 2 名が、自身の大学の養成課程に
導入すべく自身での授業現場での実践や、FD
研修会などに Korthagen 氏を招聘するなど
精力的に取り組んだ。筆者は、この両名を含
めた教師教育者への取材と、授業実践の観察
を行ったが、多くの教員が自分自身に合わせ
た形でこのリアリスティックアプローチを
取り入れた授業実践を行い、結果的に多様な
教育実践が展開されているように窺えた。取



材当時で導入より 6 年間が経過していたが、
当初に取り組んだ 2名を中心とした緩やかな
相互に学べるコミュニティが形成され、それ
が機能しているように見受けられた。 
 次に、日本においてこのような教師教育の
実践が可能なのかどうかが次の焦点となっ
た。並行して実施した、他の研究プロジェク
トと共同して行った日本の学校現場におけ
る教師教育者に関する質問紙調査の結果が
得られた。 
 この質問紙では学校における教師教育者、
特に教育実習や、若手の教員を指導する教師
教育者に関する位置付けと役割について調
査をした結果、これまでに述べてきた従来の
教師教育モデルを裏付けるように「理論から
実践へのアプローチ、あるいは卓越した教師
像からのアプローチ」の対する考え方が依然
として根強く、冒頭にあげたような学び続け
る教師像や、あるいはキーワードとしてあげ
られているリフレクションに関する認識や
取り組みはわずかであるという結果となっ
た。 
 しかしながら、これらのことに取り組み、
教師教育者の専門開発を今後取り組んでい
かなければならないというにことについて
は、他よりは相対的に優先度は低いものの、
しかし高いスコアでそのニーズも合わせて
示された。 
 このことを受けて、研究期間の後半では、
先行的に得られたオランダと南オレゴン大
学の実践事例を参考にしながら教師教育者
の専門性開発をテーマに調査研究活動に取
り組んだ。 
 その際に重視された点は、国内においてこ
のような教師教育の実践を行う際に、リフレ
クションをどのように効果的に促すかとい
うことである。 
 リフレクションや、あるいは上述した
ALACT モデルのプロセスを日本の教師教育
者が効果的に促していくことができるよう
になるためには、教師教育者自身にファシリ
テーターとして能力が求められる。加えて、
オランダや南カリフォルニア大学における
実践と、日本における教師教育、とくに教員
養成課程における教師教育の実践について
は、諸外国と比して実習期間の長さも異なり、
また教師教育者一人あたりに対応しなけれ
ばならない学生数も大きく異なる。 
 個々に（経験）学習の状況が異なる中でき
め細やかな支援が求められる教師教育実践
において、どのように効果的かつ効率的な実
践方法が提供されるかが日本における教師
教育者にとってのニーズとして表出された。 
 さらには、学校内や、養成校（大学）の中
で体系的、あるいは組織だって実践していく
ことについては、他の教師教育者との連携や、
現在運営されている課程（授業）との結びつ
けが難しいなどの、展開上の困難な側面も合
わせて指摘された。 
 これまで述べてきたように、支援型教師教

育の日本における実践はまだほとんど例が
ない状況であり、かつ、現状においては、依
然として教師教育者個々人の自身の創意工
夫、言い換えれば、自分の手の届く範囲内で
実践をしなければならない状況にある。その
ような中で、教師教育者としての専門性を獲
得していくためには、組織（学校や機関）を
超えた相互に学びあえるコミュニティづく
りも合わせて不可欠であろうという考えが
生まれる。 
 このようなことを背景に、2013 年度後半
から 2014 年度にかけては、教師教育者が集
い、相互に情報や意見交換を行えるためのラ
ーニングコミュニティを作り、全国の教師教
育者に協力を要請しつつコミュニティへの
参加を促した。 
 研究会を開催する際には毎回およそ 20 名
ほどの教師教育者が集い、リフレクションを
中心とした教師教育方法の開発に取り組ん
だ。2014 年 10 月から 11 月にかけては、リ
アリスティックアプローチの提唱者である
Korthagen 氏を本研究プロジェクトによっ
て招聘し、この参加者に対して具体的な方法
を提供する傍らで、改めてリアリスティック
アプローチによる教師教育のあり方と教師
教育者の役割について意見交換と確認を行
った。 
 この活動を通じて、多く指摘がなされたの
は、数々の方法論を、自身の教師教育実践に
どのように適応させていくかという具体的
な方策がこれまでもたらされてこなかった
ことである。 
 日本の実践の特性や、教員自身のリフレク
ションの特性、特に改善的志向が強い専門性
開発の考え方と、ポジティブアプローチを主
体とするリフレクションの特性とがかみ合
わないことも多く、リフレクションを促す行
為を躊躇せざるえ得ない場面に多く直面し
ていることも明らかとなった。 
 今後は、これらの教師教育実践の紹介や単
一的な実践にとどまらず、継続的かつ、日本
の特性に合わせた実践を積み重ねつつ、その
内容を実践知として蓄積していくことが望
まれ、今後の研究課題とも言える。本研究は、
そのための基盤作りとしての役割を果たし
たといえるだろう。 
 最後に、本研究のもう一つの発展の方向性
そして今後の研究課題として、教師教育者が
組織を超えて他の組織や機関に対して貢献
をしていくという考えについて述べておく。
具体的には、養成校（大学）の教師教育者が、
たとえば学校組織や、教育センターなどに出
向き、養成校で得られた教師教育実践の知見
を提供したり、あるいは学校現場における教
師教育者が養成校などに教師教育実践の知
見を提供するなどの広い意味での教師教育
者の実践の広がりを捉え、教師教育者の今後
のあり方の一つを示すものとして検討して
いく必要があるだろう。 
 今後教育実習のさらなる実質化や、教職大



学院の拡張など、養成現場と、学校現場のさ
らなる結びつき、ひいては相互が強く連携し
た形での教員の専門性開発に関する構想が
なされる可能性が高いと思われる。 
 これは日本のみならず、ここまで取り上げ
てきたオランダにおいてももちろんである
し、他国も含め国際的な動向であるといえる。
筆者らは、これまでに小学校における研究授
業（研究協議会）に教師教育者がどのように
貢献しているかについて調査を行い、組織外
からの新しい視点や知見の提供など、ある一
定の役割や効果を指摘することができたが、
今後はこの議論をさらに発展させ、教師教育
者と中心概念にした新しい教師教育のあり
方に関する検討が求められているといえよ
う。 
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